
廿日市市産業振興ビジョン 後期期間 骨子
横断的戦略と戦術

５つの基本方向とSDGｓとの結びつき

■人づくり

多様な働き方の実現とともに、働く人をはじめ創業

や継承する人、地元の子どもたち等に選ばれる、

「人が育つ」環境をつくります。

■循環させる

商業（卸売業・小売業）などの地域内「循環」を

高め、農林水産業の生産品に付加価値を創り

出し、域内（市内＋都市圏）の供給と需要を循

環させます。

■呼び込む

域内の観光や商業のにぎわい、暮らしに対す

る「外需」を増やし、域外（市外・海外）から消費

を呼び込みます。

■打って出る

市経済を牽引する主要製造業（食品、木材、機

械・化学）などが成長市場に挑戦し、域外（市

外）の市場に打って出ます。

■産業インフラの整備

市経済の発展を支える、成長させるための産

業インフラ(ハード・ソフト)を整備します。

挑戦！ はつかいち広域経済都市圏の形成

ヒト（通勤者や消費者、観光客）、モノ（商品やサービス）、コト（事柄、ノウハウ）、カネ（消費や投資）、

情報（知財やネットワーク）が循環する経済都市への成長・発展をめざし、近隣の都市や中山間地域、観光

地等と連携した「はつかいち広域経済都市圏」の形成に向けて挑戦します。

産業振興の基本方向

本市産業の将来イメージ

【持続可能な経済基盤である人づくり＝ヒューマン支援】

【ニューノーマル時代を切り拓くＤＸの推進】

【本市経済を牽引する ３つの成長産業】

【産業インフラの整備】

「オールはつかいち」

の産業支援

【観光関連産業】

観光まちづくりの

マーケティング／

マネジメント機能

の強化

【デジタル・販路開拓・産学金官】
企業の生産性の向上や新事業の創出支援

【産業インフラの整備】

新たな都市活力の創出

【木材関連産業】

森林の育成から

木の消費までを結ぶ

「木のたびネット

ワーク」の形成

【ひと・働き方・しごと】
地域経済を支える・成長させる人材の育成、確保

【食関連産業】

市内を縦断する食産業

「フードバレー

はつかいち」の創出

【持続可能な社会経済活動の推進】

産業振興ビジョンとＳＤＧｓとの関連付け

■人づくり
戦略１：地域経済を支
える・成長させる人材
の育成、確保

■循環させる
【食産業・木材産業】

戦略２：市内を縦断す
る食産業「フードバレ
ーはつかいち」の創出

戦略３：森林の育成
から木の消費までを
結ぶ「木のたびネッ
トワーク」の形成

■呼び込む
【観光産業】

戦略４：観光まちづく
りのマーケティング
／マネジメント機能
の強化

■打って出る
【販路開拓・イノベー

ション】

戦略５：企業の生産性
の向上や新事業の創
出支援

■産業インフラの
整備
戦略６：新たな都市活
力の創出

戦略７：「オールはつ
かいち」の産業支援

●戦術1）産業人材の育成、確保、誘致
市内大学生（出身者も）や高校生と市内企業とのマッチング、就職支援／市内及び近隣の大学生や高校生のインターンシップ
／市内小中学生の市内企業でのビジネス体験

●戦術２）多様な働き方の実現と就職支援の強化
若者、女性、子育て世帯、シニア、障がい者、外国人等の就労ニーズの把握／ワークシェアリングや副業等といった多様な働
き方の促進／ビジネス教育訓練の強化を通じたデジタル人材や専門技術者の育成／業種を超えた再就職の支援

●戦術３）創業の支援
しゃもじん創業塾やビジネスプランコンテスト等の開催／しゃもじんキューブのあり方の見直し、機能強化

●戦術４）事業承継、第2創業の支援
事業承継や第2創業を促進させるセミナー開催やマッチング支援

●戦術５）商店街等のリーダー育成と多様なプレーヤーの呼び込み
空き店舗等の活用／持続可能なにぎわいづくりや地域課題を解決するビジネスの支援

●戦術６）農業の多様な担い手の育成と経営力の強化
認定農業者や新規就農者の育成／集落法人や農作業受託組織の支援／民間企業や半農半Xなど地域農業を支える多様な担い
手の育成／DX（デジタルトランスフォーメーション）の推進等によるスマート農業の推進

●戦術７）水産業の6次産業化の推進と環境の保全
瀬戸内海の景観を活かしたかき小屋等のロケーションビジネスの展開／水産資源を活かした新商品の開発、ブランディングの

促進／かき筏等の処理対策等による環境保全の推進

●戦術８）食の現場ツーリズムの立ち上げ
食品工場や和菓子店、飲食店、かき養殖、果樹農園、農産加工場等の食関連事業者の現場を訪ねる、学ぶ、食べられるツーリ
ズムの商品化、ブランディング

●戦術９）地元農産物と観光等をつなぐ地産地消の仕組み
宮島及び宮島口、宮浜温泉等の観光事業者や市内飲食店等での消費を促す地産地消の仕組みの検討、構築

●戦術10）木のまち・はつかいちを牽引する企業／挑戦するグループ等の集中支援
木材関連製造業、けん玉メーカー、伝統工芸品の担い手、木工デザイングループ、アップサイクル事業者、林業事業体等の育
成、商品開発、販路開拓、情報発信、人材確保等の支援

●戦術11）産官連携による市産材活用の仕組みの構築、事業化
市産材活用を促進する制度設計、試行、事業化／公共空間や建築、製品等での市産材の利用促進

●戦術12）レスポンシブルツーリズム（※）の推進
宮島でのテイクアウトの拡大や食べ歩きの定着にともなうゴミ問題等への対応 （※）旅行者も含む責任ある観光

●戦術13）ストレスフリーな観光地づくり
DX（デジタルトランスフォーメーション）の推進による新しい観光事業や移動手段の検討、展開

●戦術14）マイクロツーリズムの普及・定着／「適疎」コンテンツの充実
近隣圏域からの誘客と地域ファンの獲得推進／地域資源等の魅力再発見／地域のネットワークづくり／密を避けることができ

る中山間地域や離島ならではの「適疎」コンテンツの充実（自然体験、アクティビティ、エコツーリズム、ワーケーション・
リモートワーク 等）

●戦術15）インバウンド観光の復活・市内周遊促進
国内在住外国人の誘客推進／インバウンド受入環境整備の充実／インバウンド対応人材の育成／市内回遊促進策の展開

●戦術16）「新たなにぎわい×地元事業者」による稼ぐ仕組み
観光交流拠点など集客施設を活かし、市民や近隣住民、観光客の人の流れをとらえたビジネスの創出

●戦術17）大学の知財や金融機関ネットワーク、デジタル技術をつなぐ場づくり
経営課題の解決や新ビジネスの創出等を促進する産学金官連携の場づくり／DX（デジタルトランスフォーメーション）の推
進支援／IT人材や技術者等の知財を活用するハッカソン等の開催

●戦術18）EC市場／首都圏／海外の販路開拓支援
ネット通販や越境EC等の事業化の支援／シティセールスの強化による首都圏や海外の販路開拓支援

●戦術10）木のまち・はつかいちを牽引する企業／挑戦するグループ等の集中支援 ※再掲
木材関連製造業、けん玉メーカー、伝統工芸品の担い手、木工デザイングループ、アップサイクル事業者、林業事業体等の育

成、商品開発、販路開拓、情報発信、人材確保等の支援

●戦術19）ウィズ／アフターコロナの需要をとらえた事業再構築／新商品・サービスの開発支
援、事業継続力の強化

新型コロナ対策にともなう業態変更や業種転換等の支援／地域資源の活用や企業間のマッチングの場づくり（例：広域的な産

業連関強化塾の開催）／事業継続力の強化を図るセミナー開催、認定制度の活用

●戦術20）市内企業の留置・市外企業の誘致
新都市活力創出拠点地区（平良地区）に、製造系・業務系・商業系施設を立地誘導／土地需要への対応や企業の誘致を推進す

るため、新たな事業用地の確保に向け、調査・検討を実施／オフィス誘致活動の推進（情報サービス業等）

●戦術21）廿日市版ＤＭＯ・DMC、地域商社の設立検討
廿日市版ＤＭＯ・ＤＭＣの設立検討：マーケティングの視点から観光戦略の企画実施に取り組み、稼ぐ観光産業の育成、支援

／廿日市版地域商社の設立検討：特産品の開発販売、商談サポート、観光関連事業の運営、ふるさと納税商品の開発販売等の
事業化を支援

●戦術22）産業支援プラットフォーム機能の発揮
当面「新型コロナウイルス感染症対策産業振興実行委員会」をオールはつかいちの産業プラットフォームとして位置づけ、ネ
ットワークを活かしたビジョンの推進／進捗状況をふまえて、廿日市版ＤＭＯ・ＤＭＣ及び地域商社との役割分担や連携の仕

組みを検討、構築

戦略３ 戦略２ 戦略４

戦略５

戦略６ 戦略７

戦略１



大野地域

宮島地域

廿日市地域

佐伯・吉和地域

新型コロナウイルス感染症対策とのつながり

■人づくり
戦略１：地域経済を支える・成長させる人材の育成、
確保
【業績回復の支援】…地域雇用の維持及び確保、円滑な労働移
動に係る支援メニューの活用／市内企業への就職、産業人材の
育成確保、創業や承継等の支援
【ニューノーマル対応】…地元の子どもたちの育成、市内就職
の促進に資する情報発信や現場体験／働き方の多様なニーズへ
の対応、デジタル人材の育成、アフタ―コロナ期の需要をとら
えた創業支援等の支援

■循環させる
戦略２：市内を縦断する食産業
「フードバレーはつかいち」の創出
【業績回復の支援】…新型コロナ対策の強化や安全性の向上に
資する設備投資、環境づくり／消費需要の創出や事業継続に係
る支援メニューの活用
【ニューノーマル対応】…ＤＸ（デジタルトランスフォーメー
ション）の推進や産学金官の連携による生産性の向上やイノベ
ーションの推進／地産地消の促進や市内消費の拡大、食の体験
観光、農業や水産業の担い手育成、スマート農林水産業の推
進、食品ロス削減等の推進

【ニューノーマル対応】…ＤＸ（デジタルトランスフォーメーシ
ョン）の推進や産学金官の連携による生産性の向上やイノベーシ
ョンの推進／社会課題の解決やアフターコロナ期に求められる新
たな商品・サービスの開発、販売

■産業インフラの整備
戦略６：新たな都市活力の創出
【業績回復の支援】…新機能都市開発事業等の推進にともなう市
内企業の移転や民間投資の促進
【ニューノーマル対応】…新型コロナの影響によるオフィスの地
方移転や分散化、ＤＸ（デジタルトランスフォーメーション）の
推進、働き方等の多様な変化への対応

戦略７：「オールはつかいち」の産業支援
【業績回復の支援】…新型コロナウイルス感染症対策産業振興実
行委員会による市内事業者の新型コロナ対策の強化、事業継続、
消費需要の創出等の支援
【ニューノーマル対応】…アフターコロナ期における持続可能な
／稼ぐ観光地づくり、海外やＥＣ市場等に向けた販路開拓の仕組
みづくり

戦略３：森林の育成から木の消費までを結ぶ
「木のたびネットワーク」の形成
【業績回復の支援】…木材関連中核企業や挑戦する木工グループ等の
集中支援／消費需要の創出や事業継続に係る支援メニューの活用
【ニューノーマル対応】…ＤＸ（デジタルトランスフォーメーショ
ン）の推進や産学金官の連携による生産性の向上やイノベーションの
推進、持続可能な森づくり

■呼び込む
戦略４：観光まちづくりの
マーケティング／マネジメント機能の強化
【業績回復の支援】…近隣商圏からの誘客、マイクロツーリズムの開
拓及び定着／消費需要の創出や事業継続に係る支援メニューの活用
【ニューノーマル対応】…ＤＸ（デジタルトランスフォーメーショ
ン）の推進等によるストレスフリーな観光地づくり／３密回避に向け
た適疎コンテンツの充実／持続可能な観光地づくりに向けたゴミ問題
への対応

■打って出る
戦略５：企業の生産性の向上や新事業の創出支援
【業績回復の支援】…新型コロナ対策の強化や安全性の向上に資する
設備投資、環境づくり／大都市圏や海外市場、ＥＣ市場での販路開拓

主な戦術のエリア展開と産業経済団体との連携キーワード別の戦術一覧

にぎわい創出

多様な働き方

地域資源活用

観光の総合産業化

６次産業化

都商・輸出

産学金官

都市基盤の整備

創業・承継

推進体制の構築

戦術11）産官連携による市産材活用の仕組みの構築、事業化

戦術 5）商店街等のリーダー育成と多様なプレーヤーの呼び込み

戦術16）「新たなにぎわい×地元事業者」による稼ぐ仕組み

戦術12）レスポンシブルツーリズム（※）の推進 （※）旅行者も含む責任ある観光

戦術13）ストレスフリーな観光地づくり

戦術14）マイクロツーリズムの普及・定着／「適疎」コンテンツの充実

戦術15）インバウンド観光の復活・市内周遊促進

戦術 9）地元農産物と観光等をつなぐ地産地消の仕組み

戦術 6）農業の多様な担い手の育成と経営力の強化

戦術 7）水産業の6次産業化の推進と環境の保全

戦術 8）食の現場ツーリズムの立ち上げ

戦術18）EC市場／首都圏／海外の販路開拓支援

戦術17）大学の知財や金融機関ネットワーク、デジタル技術をつなぐ場づくり

戦術10）木のまち・はつかいちを牽引する企業／挑戦するグループ等の集中支援

戦術 4）事業承継、第2創業の支援

戦術 3）創業の支援

戦術20）市内企業の留置・市外企業の誘致

戦術 2）多様な働き方の実現と就職支援の強化

戦術 1）産業人材の育成、確保、誘致

戦術21）廿日市版ＤＭＯ・DMC、地域商社の設立検討

戦術22）産業支援プラットフォーム機能の発揮

戦術19）ウィズ／アフターコロナの需要をとらえた
事業再構築／新商品・サービスの開発支援、事業継続力の強化

成果指標
現況値
（R1年度）

目標値
（R7年度）

市内総生産
3,626億円
（H30）

4,000億円

市内事業所数
4,455事業所

（H28）
4,500事業所

市内従業者数
43,360人
（H28）

44,000人

市内従業者数に占める
常用雇用者の割合

87.1％
（H28）

88％

成果指標

●商店街等のリーダー育成と多様なプレーヤーの呼び込
み（戦術5）
●創業の支援（戦術3）
●産業支援プラットフォーム機能の発揮（戦術22）

廿日市商工会議所との連携

宮島町商工会との連携

●レスポンシブルツーリズム（※）の推進 （※）旅行者も含む責

任ある観光 戦術（12）

●マイクロツーリズムの普及・定着／「適疎」コンテンツ
の充実（戦術1４）
●食の現場ツーリズムの立ち上げ （戦術8）

大野町商工会との連携

●「新たなにぎわい×地元事業者」による稼ぐ仕組みづ
くり（戦術16）
●マイクロツーリズムの普及・定着／「適疎」コンテン
ツの充実（戦術1４）
●水産業の６次産業化の推進と環境の保全 （戦術7）

佐伯商工会との連携

●商店街等のリーダー育成と多様なプレーヤーの呼び込
み（戦術5）
●「新たなにぎわい×地元事業者」による稼ぐ仕組みづ
くり（戦術16）
●マイクロツーリズムの普及・定着／「適疎」コンテン
ツの充実（戦術1４）

廿日市市水産振興協議会との連携

●水産業の６次産業化の推進と環境の保全（戦術7）

宮島観光協会・はつかいち観光協会との連携

●ストレスフリーな観光地づくり（戦術13）

●インバウンド観光の復活・市内周遊促進（戦術１５）

●廿日市版DMO・DMC、地域商社の設立検討 （戦術

21）

●マイクロツーリズムの普及・定着／「適疎」コンテン
ツの充実（戦術1４）

●地元農産物と観光等をつなぐ地産地消の仕組み（戦術
9）

●農業の多様な担い手の育成と経営力の強化（戦術6）

佐伯中央農業協同組合との連携



廿日市市産業振興ビジョン 後期期間ロードマップ

■人づくり

■循環させる【食産業・木材産業】

戦略１：地域経済を支える・成長させる

人材の育成、確保

R3

年度

R4

年度

R5

年度

R6

年度

R7

年度

●戦術１）産業人材の育成、確保、誘致

・市内大学生（出身者も）や高校生と市内企業とのマッチング、

就職支援

・市内及び近隣の大学生や高校生のインターンシップ

・市内小中学生の市内企業でのビジネス体験

●戦術２）多様な働き方の実現と就職支援の強化

・若者、女性、子育て世帯、シニア、障がい者、外国人等の就労ニ

ーズの把握

・ワークシェアリングや副業等といった多様な働き方の促進

・ビジネス教育訓練の強化を通じたデジタル人材や専門技術者の

育成

・業種を超えた再就職の支援

●戦術３）創業の支援

・しゃもじん創業塾やビジネスプランコンテスト等の開催

・しゃもじんキューブのあり方の見直し、機能強化

●戦術４）事業承継、第2創業の支援

・事業承継や第2創業を促進させるセミナー開催やマッチング支

援

●戦術５）商店街等のリーダー育成と多様なプレーヤーの呼

び込み

・空き店舗等の活用

・持続可能なにぎわいづくりや地域課題を解決するビジネスの支

援

戦略２：市内を縦断する食産業

「フードバレーはつかいち」の創出

R3

年度

R4

年度

R5

年度

R6

年度

R7

年度

●戦術６）農業の多様な担い手の育成と経営力の強化

・認定農業者や新規就農者の育成

・集落法人や農作業受託組織の支援

・民間企業や半農半Xなど地域農業を支える多様な担い手の

育成

・DX（デジタルトランスフォーメーション）の推進等による

スマート農業の推進

●戦術７）水産業の6次産業化の推進と環境の保全

・瀬戸内海の景観を活かしたかき小屋等のロケーションビジ

ネスの展開

・水産資源を活かした新商品の開発、ブランディングの促進

・かき筏等の処理対策等による環境保全の推進

●戦術８）食の現場ツーリズムの立ち上げ

・食品工場や和菓子店、飲食店、かき養殖、果樹農園、農産加

工場等の食関連事業者の現場を訪ねる、学ぶ、食べられる

ツーリズムの商品化、ブランディング

●戦術９）地元農産物と観光等をつなぐ地産地消の仕組

み

・宮島及び宮島口、宮浜温泉等の観光事業者や市内飲食店等で

の消費を促す地産地消の仕組みの検討、構築

■呼び込む【観光産業】

■打って出る【販路開拓・イノベーション】

戦略３：森林の育成から木の消費までを結ぶ

「木のたびネットワーク」の形成

R3

年度

R4

年度

R5

年度

R6

年度

R7

年度

●戦術10）木のまち・はつかいちを牽引する企業／挑戦

するグループ等の集中支援

・木材関連製造業、けん玉メーカー、伝統工芸品の担い手、木

工デザイングループ、アップサイクル事業者、林業事業体等
の育成、商品開発、販路開拓、情報発信、人材確保等の支援

●戦術11）産官連携による市産材活用の仕組みの構築、

事業化

・市産材活用を促進する制度設計、試行、事業化

・公共空間や建築、製品等での市産材の利用促進

戦略４：観光まちづくりの

マーケティング／マネジメント機能の強化

R3

年度

R4

年度

R5

年度

R6

年度

R7

年度

●戦術12）レスポンシブルツーリズム（※）の推進 （※）旅行者も

含む責任ある観光

・宮島でのテイクアウトの拡大や食べ歩きの定着にともなうゴミ

問題等への対応

●戦術13）ストレスフリーな観光地づくり

・DX（デジタルトランスフォーメーション）の推進による新しい

観光事業や移動手段の検討、展開

●戦術14）マイクロツーリズムの普及・定着／「適疎」コ

ンテンツの充実

・近隣圏域からの誘客と地域ファンの獲得推進

・地域資源等の魅力再発見

・地域のネットワークづくり

・密を避けることができる、中山間地域や離島ならではの「適疎」
コンテンツの充実 （自然体験、アクティビティ、エコツーリ
ズム、ワーケーション・リモートワーク 等）

●戦術15）インバウンド観光の復活・市内周遊促進

・国内在住外国人の誘客推進

・インバウンド受入環境整備の充実

・インバウンド対応人材の育成

・インバウンド向け周遊促進策の展開

●戦術16）「新たなにぎわい×地元事業者」による稼ぐ仕

組み

・観光交流拠点など集客施設を活かし、市民や近隣住民、観光客

の人の流れをとらえたビジネスの創出

戦略５：企業の生産性の向上や新事業の創出支援
R3

年度

R4

年度

R5

年度

R6

年度

R7

年度

●戦術17）大学の知財や金融機関ネットワーク、

デジタル技術をつなぐ場づくり

・経営課題の解決や新ビジネスの創出等を促進する産学金官

連携の場づくり

・DX（デジタルトランスフォーメーション）の推進支援

・IT人材や技術者等の知財を活用するハッカソン等の開催

■産業インフラの整備

戦略５：企業の生産性の向上や新事業の創出支援

（つづき）

R3

年度

R4

年度

R5

年度

R6

年度

R7

年度

●戦術18）EC市場／首都圏／海外の販路開拓支援

・ネット通販や越境EC等の事業化の支援

・シティセールスの強化による首都圏や海外の販路開拓支援

●戦術10）木のまち・はつかいちを牽引する企業／挑戦

するグループ等の集中支援 ※再掲

・木材関連製造業、けん玉メーカー、伝統工芸品の担い手、木

工デザイングループ、アップサイクル事業者、林業事業体等

の育成、商品開発、販路開拓、情報発信、人材確保等の支援

●戦術19）ウィズ／アフターコロナの需要をとらえた

事業再構築／新商品・サービスの開発支援、事業継続

力の強化

・新型コロナ対策にともなう業態変更や業種転換等の支援

・地域資源の活用や企業間のマッチングの場づくり（例：広

域的な産業連関強化塾の開催）

・事業継続力の強化を図るセミナー開催、認定制度の活用

戦略６：新たな都市活力の創出
R3

年度

R4

年度

R5

年度

R6

年度

R7

年度

●戦術20）市内企業の留置・市外企業の誘致

・新都市活力創出拠点地区（平良地区）に、製造系・業務

系・商業系施設を立地誘導

・土地需要への対応や企業の誘致を推進するため、新たな事

業用地の確保に向け、調査・検討を実施

・オフィス誘致活動の推進（情報サービス業等）

戦略７：「オールはつかいち」の産業支援
R3

年度

R4

年度

R5

年度

R6

年度

R7

年度

●戦術21）廿日市版DMO・DMC、地域商社の設立検

討

・廿日市版DMO・DMCの設立検討：マーケティングの視点

から観光戦略の企画実施に取り組み、稼ぐ観光産業の育

成、支援

・廿日市版地域商社の設立検討：特産品の開発販売、商談サポ

ート、観光関連事業の運営、ふるさと納税商品の開発販売等

の事業化を支援

●戦術22）産業支援プラットフォーム機能の発揮

・当面、「新型コロナウイルス感染症対策産業振興実行委員会」

をオールはつかいちの産業支援プラットフォームとして位

置づけ、ネットワークを活かしたビジョンの推進

・進捗状況をふまえて、廿日市版DMO・DMC及び地域商社

との役割分担や連携の仕組みを検討、構築


